
資料１４（当初予算関係）

情報セキュリティ対策強化事業について

平成２９年２月１６日

情 報 企 画 課

１ 事業の目的

より高度な情報セキュリティ対策を講ずるため、平成２８年度に構築した、県と市

町村のインターネット通信を一つに集約し共同で監視等を行う「秋田県情報セキュリ

ティクラウド」（以下「セキュリティクラウド」という。）について、市町村と共同運

営を行う。

２ 事業内容

（１）セキュリティクラウドによる常時監視及びセキュリティ対策の実施

国内有数のセキュリティ専門家が、セキュリティクラウドを通過する通信を２４

時間３６５日常時監視する。異常を検知した場合には、速やかにセキュリティ対策

を実施する。

（２）セキュリティ対応窓口の運営

セキュリティクラウドでのインシデントに対し、市町村と共同で対応するため窓

口を設置、運営する。

３ 予算額

１０２，７２７千円（５１，０９５千円、５１，６３２千円）

：市町村負担金

委託料 １０２，１９０千円

・ハードウエア・ソフトウエアの保守

３６，５５３千円

・セキュリティ監視 ３５，８６０千円

・インターネット接続 ２６，１７０千円

・機器ハウジング ３，６０７千円

職員旅費 ３８８千円

需用費 １４９千円

４ 委託先

平成２８年度にセキュリティクラウドを構築したＮＴＴ東日本株式会社を予定。

（随意契約）

５ 市町村との経費負担について

県は、委託料の１／２と対応窓口の運営経費を負担する。

初年度の各市町村負担割合については、委託料のうち通信回線費部分を利用市町村

数で按分し、それ以外の運用経費を市町村の人口で按分する。


